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1.投資法人名

野村不動産マスターファンド投資法人

3.タイトル　取組みにタイトルをつけ、ご記載ください。

新たなサステナビリティ方針の策定

4.取組みの概要　取組みがどのような手法を用いて行われたのかを簡単にご記載ください。

取組みの継続性
取組みを継続するための運用・体制面での工夫、無理なく

続けられる仕組みがあればご記載ください。

経営陣と社員による対話を繰り返しながら方針を策定しており、現場の理解と納得感が醸成されている。社員の主体的な行動を促

す設計となっているため、長期的な定着と継続が期待できる。

取組みの実効性
取組みを行った結果、実績としてどのような成果・効果があっ

たか、実施前後での変化があればご記載ください。また、今

後期待される効果があればご記載ください。

サステナビリティへの理解を深めることで社員の行動変容を促し、マテリアリティやKPIの設定にも反映された。

資産運用会社の全社員を巻き込んだ議論を通じて、サステナビリティ方針を約8年ぶりに改定。「なぜサステナビリティに取り組むのか」という根本的な問いから検討を開始し、経営陣と社

員の対話を重ねながら方針を策定した。全社員がサステナビリティへの取組みを自分事として理解し行動につなげられるようにすることを念頭に、社員を第一のステークホルダーとして捉え

た。

5.取組みのポイント

取組みの普遍性
取組みにおいて他のJリート各社が参考しやすい点があれば

ご記載ください。

特別な制度や投資を必要とせず、既存の社員や経営陣との対話を通じて実施できる。企業規模や業種を問わず、サステナビリティ方

針の見直しや浸透施策として参考にしやすい取組みである。

取組みのユニーク性
本取組みならではの特徴があればご記載ください。また、本

取組みの新しさ・他との差別化ポイントがあればご記載くださ

い。

外部評価や開示対応を起点とせず、「なぜ取り組むのか」を全社員で議論した点が特徴。社員を第一のステークホルダーと位置付

け、サステナビリティを自分事として捉える仕組みを構築している。


